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　都道府県の特色を示す一つに、県の鳥や都の鳥が決めら
れている。ちなみに“東京都の鳥”は「ミヤコドリ」ことユ
リカモメで、茨城・熊本両県はヒバリ、山形・鳥取・長崎
各県はオシドリと同種が重なっている。が、もちろん北海
道はタンチョウで、ほかの都府県では考えられない鳥だ。
　“北海道の鳥”が決められたのは、東京オリンピックを翌
月に控えた昭和39年９月１日で、私が釧路市立郷土博物館
長の辞令をもらい、釧路で独身生活を始め、タンチョウと
縁を持つはめになった、まさに思い出深き日でもある。
　当時、タンチョウは釧路管内を中心に、根室・十勝両管
内に夏のあいだパラパラと分布し、総数は200羽ほど。だ
から、“北海道の”と言っても、道東以外の人には縁のない
鳥だった。仮に、開拓使廃止後に一時設置された函館・札
幌・根室の３県の区域割に従えば、“根室県の鳥”はタン
チョウになったかもしれないが、“函館県”や“札幌県”は別
の鳥になったに違いない。
　それはともかく、1950年代からの餌付けにより、今やタ
ンチョウは総数1,800羽ほどになり、まだいくらか増えそ
うな気配だ。これに対し、暮らしの場の湿地は、日本の食
糧基地とか列島改造の掛け声、それに1997年までの右肩上
がりの人口増加による宅地開発などで、急激に失われた。
近年でも、1990年代半ばに326km2ほどあった釧路管内の湿
原面積も、20年後の2010年代半ばは16km2ほど減って310km2

になった。特に減少割合の高かったのは十勝管内で、同じ

タンチョウは道央へ来るのに、どこを通るか？　
　　　　　　　　　　　　　　　　札幌市中央区　正富　宏之
江差町鴎島の野鳥の魅力  ― 鴎島野鳥観察調査を通じて ―
　北海道環境生活部環境局生物多様性保全課主幹　坂村　　武 
函館鳥通信①　何食わぬ顔でイスカ何を食う
　　　　　　　　　　　　　　　バードリサーチ　三上かつら 
当会本拠地　野幌森林公園にヒグマ出没
　　　　　　　　北海道野鳥愛護会探鳥幹事代表　早坂　泰夫 
表紙の鳥　ギンザンマシコ　　　　札幌市中央区　臼田　　正 
画像によるタンチョウ個体の同定
　　　　　　　　　　タンチョウリサーチ　代表　正富　欣之
野鳥情報コーナー
　積丹町神威岬でクロジョウビタキ　札幌市豊平区　小谷　浩一
探鳥会ほうこく
探鳥会あんない 
鳥 民 だ よ り

※本誌に掲載する写真のカラー版は、当会ホームページ（https://aigokai.org）で閲覧することができます。

20年間でみると４分の１近くが消滅した。
　つまり、量は増えたのに、容れ物は逆に小さくなった。
しかも、１升ますに１升の酒しか入らないから、溢れたの
は受け皿があればそこへ溜るけど、なければ結局１升の酒
しか残らない。
　これを、北海道のタンチョウの状況でみてみよう。1950
年代に羽数が増え始めたころ、道東（十勝・釧路・根室の
各管内）には、まだ十分な繁殖環境があった。しかし、数
が増えるにつれ、おおざっぱに言って1980年代に根室が、
次いで1990年代に十勝の混み具合がひどくなった。大湿原
を抱えた釧路も、1990年代は隣の巣まで平均2,700ｍほど
離れていたのに、20年後の2010年代は1,600mと１km以上
も狭まり、苦しい状態になってきた。
　このため、新たに家（繁殖なわばり）を持てない若い連
中は、20世紀終盤から今世紀初めにかけ、新天地を求めて
道東を飛び出し始めた。まず、釧路川沿いに北へ向かった
連中は、オホーツク管内へ行ったものの、十分な住み場所
を見いだせず、海岸沿いをさらに北上し、今世紀初めに宗
谷管内へたどり着いた。
　幸い、そこに十勝管内の５倍近い湿原が残っていた。し
かも最初の開拓者（パイオニア）といえる番いは、これま
た幸いにも子宝に恵まれ、成長した子供たちが越冬地で知
りあった仲間を連れて故郷へ戻り、近年急激に羽数が増え
ている。

タンチョウは道央へ来るのに、どこを通るか？
札幌市中央区　正　富　宏　之
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　では、道東から東へ行くのはどうか。もちろん、根室海
峡などはひと飛びで北方四島へ分布を広げ、ここもすでに
かなり混んでいる。
　それなら、南へ向かった連中はどうだろう。十勝管内を
南下して、数年前には襟裳岬近くまで到達したが、その先
は太平洋なので、さらに南へ行く目途が立たなかった。だ
から、岬を回り込み、日高の海岸沿いに西への道を選ぶし
かなかった（だろう）。　
　それでは、内陸に居て西を目指した連中はどうしたか。
十勝の平野部なら、繁殖環境さえあれば西へも進める。し
かし、行く手には最高で2,053ｍある日高山脈が、壁と
なって立ちはだかる。しかも、この山脈に連なり北へ大雪
山系や北見山系が伸びているから、それを越しての移動は
大ごとだ。
　ここで問題にしておくべき点が一つある。
　それは、タンチョウはどれほどの高さで飛ぶか、であ
る。低い方は１mくらいだが、残念ながら高い方は確実な
記録がない。ツルの中にはヒマラヤ山脈を超えて渡るのも
いるが、タンチョウはそんな高さを飛ばない（だろう）。
現実に、釧路と網走を毎年繁殖のため往復するタンチョウ
がいて、恐らく春は釧路川沿いに北上し、１ヶ所だけ
300mを少し超す高さを飛びさえすれば、後は沢沿いに、
さほど遠回りせずにオホーツクの海岸へ着くだろう。札幌
近郊では三角山が311ｍだから、その
上を飛べばよいというわけ。また、
釧路の越冬地でも、春先に200ｍ以上
も青空高く上がり、丘陵を越えて繁
殖地に向かうのをよく見かける。
　さて、道北でタンチョウが増えた
ら、宗谷海峡をひと飛びして樺太に
行くのも現れるはずだ。しかし、海
を渡りたくない連中は、日本海岸沿
いに留萌まで南下して、後は国道233
号線沿いにでも飛べば高い山など越
えずに済むし、天塩川沿いに南下
し、塩狩峠あたりがすこし標高は高
いものの、急な山など越えなくても
旭川圏に到達できる。あとは石狩川
沿いに、札幌圏まで難所はない。私
はこれを「北（回り）ルート」と呼
んでおく。
　他方、襟裳岬を回って西へ向かう
ルートは、海岸沿いだから高く飛ぶ
必要はないし、たくさんある川の下
流に餌場や休み場もあるので、道中
も困らない。現在、むかわ町近辺で
タンチョウがすでに繁殖している
が、この連中はこうして移動して来
たのだろう。そこで生まれた若鳥
が、丘珠の札幌飛行場まで１羽で来

たこともあるから、むかわ－札幌間に移動の障壁はないと
みてよい。これを「南（回り）ルート」としておこう。
　では、この南北のルート以外に、脊梁山脈を超えて西側
へくる道はないだろうか。実はこれまで、まれにだが、
旭川周辺へ単独のタンチョウが現れた記録が複数ある
し、滝川、砂川、美唄などの周辺でも時々目撃されてい
た。これは道北や日高・胆振地方へタンチョウが進出する
以前のことだから、内陸の旭川近辺まで、大回りの南・北
ルートを経てわざわざ来たとは考えにくい。脊梁山脈を超え
てくる道があると、私は以前からひそかに想像していた。
　今春、この想像をより現実に近づける「事件」が伝えら
れた。北海道新聞の記事によると、５月中旬に南富良野町
へタンチョウ２羽が現れ、１羽に脚環がついていたとい
う。そしてこの脚輪付き個体（標識鳥）が、２か月ほど前
の３月中旬に、新得町で目撃され、証拠写真もあること
を、地元の方へ問い合わせて釧路市動物園の松本文雄さん
が確かめた。南富良野町と新得町の目撃地点は、直線距離
で約25kｍ、緯度で４分（7.4kｍ）ほどの差だから、ほぼ
同じ横（東西）位置にあると言える。
　しかし、両者の間には日高山脈・大雪山塊という壁があ
る。それでも、南か北を大まわりして新得から西隣の南富
良野へ行ったとは、考えにくい。タンチョウにとり25kｍ
は、普通に飛べば30分の距離だ。高く上がるには旋回上昇

図１.北海道の地形図.　灰色の最も濃いところは標高1,000ｍ以上、その周りのや
や薄い灰色は標高500－1,000m、その周りの最も薄い灰色が200－500m、こ
れらを囲む灰色が平野部で標高0－200ｍを示す。丸囲いは「中央ルート」の新得・
富良野間。右上図の美唄－音更の直線は図２の横断線位置で、滝川－帯広間の蛇
行線は図３の横断線位置。
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飛行が必要なので、少し時間はかかるが、それにしてもわ
ざわざ・・・・というわけで、山越えしたのは間違いない
（だろう）。
　図１の地図を見ていただこう。小さい図でわかりにくい
が、日高山系と大雪山系とのいわばつなぎ目に、少しだけ
薄い色、つまり低いところが横に細く線状にある。ここが
狩勝峠で、標高644ｍである。しかも、海辺の湿地からこ
の高さを一気に越えるのは大変かもしれないが、新得でツ
ルが居たのは標高220ｍだから、430ｍほど上昇すれば峠は
越えられる（図２）。札幌の藻岩山より100ｍほど低いから、
うまく気流に乗り“ガンバレ”ば、不可能な高さではない。
ついでに言えば、南富良野の目撃点は標高360ｍである。
　この標識鳥は十勝平野生まれの若いメスである。なぜこ
の鳥が山麓へ来て、峠越えまでしたのか分からない。しか
し、近年、繁殖地が混んできた十勝では、平野で営巣でき
ない番いが、適地を探して奥地へと川をさかのぼる傾向が
著しい。狩勝峠に近い標高200ｍほどのところで毎年営巣
する番いとか、少し離れた標高約300ｍで巣を構える番い
もいる。
　仮に、このメスが越冬地で群れ生活していたとき、そう
した高地で育ったオスと出会い恋に落ちたとしよう。オス
は繁殖年齢（満３歳）になると自分の生まれ故郷へ戻る傾
向がある。もし故郷に良い場所がないと、近くに新居を探
すことになる。そこでオスが仕方なく峠を越えたとする
と、移動やなわばりの選択は一般にオスが主導権を持つか
ら、メスは恋鳥？について行くしかない。　
　さて、東から西へ行くのに最も効率が良いのは、まっす
ぐ飛ぶことだ。試しに狩勝峠を通り石狩川まで最も近い直
線ルートを仮定し、その断面図（図２）をみると、狩勝峠
の東西や富良野盆地までの間とか、さらにその西に高い壁
があるように見える。しかし、狩勝峠を越してしまえ
ば、空知川を多少曲がりながら沢伝いに後は下るだけで

（図３）、さほど遠回りせず富良野
盆地まで行ける。そこでマイホー
ムを作ってもよいし、いくつかの
沢筋を選んで北の旭川へ行っても
結構。あるいは、盆地から空知川
沿いを北西へ抜けると石狩川（滝
川市）にぶつかるので、付近で腰
を落ち着けても構わないし、石狩
平野まで下ってもよい。これが
「中央ルート」である。
　ただ、旭川の周辺に出現したツ
ルが、すべて中央ルート経由とは
断定できない。例えば、胆振地方
へ現われた２羽（恐らく南回りの
個体）が、次第に北上し美瑛町辺
りまで行ったと思われる例もあ
るからだ（とすると、ウーム！
南富良野の標識鳥もそうだった

か？！※×？）。
　実は、もう一つルートがある。2008年、１羽の幼鳥が石
狩市浜益で見つかり、その後各地を回って2010年には富良
野盆地へ現れた。当初、道東出身と思っていたが、抜けた
羽根を拾い遺伝子解析をしてみると、なんと中国・ロシア
から海を渡ってきた個体だった‼（というわけで、もしタ
ンチョウの羽を拾われた方は、ぜひ私へお知らせ願いた
い）。今のところ、事例はこれだけで、その他の道央圏の
個体はほとんどが “ドサンコ”である。が、ともあれ、グ
ローバルな視点も込めて、渡来の経路を“謎”の「日本海
ルート」と呼んでおこう。
　ところで、皆さんは防犯カメラをどう捉えているだろう
か。プライバシー保護は大きな課題だが、渋谷の交差点で
騒いだどこの誰とも分からぬ若者の追跡逮捕とか、脱走犯
を遠方まで追いかけて収監に役立てるなど、以前は考えら
れない機能を持つのも確かだ。そこで、タンチョウがどこ
を、どのように動くのか、防犯カメラの役を人間が担い、
ツルに出くわしたら個人がスマホやカメラで写真に撮り、
それを持ち寄って解析するのはいかがだろう。そのさい
「防犯」ではそぐわないので、「タンチョウ検出カメ
ラ」、略して「タンカメ」と呼び、なるべく様々なツル
の行動と向きを複数写真に残すという方式だ。が、そのた
めだけに深追いするのは、ぜひご無用に願いたい。
　標識付きのタンチョウは多くないから、個体の特定は難
しい。それでも、体の色や模様からうまくすると検出が可
能である。それにより、タンチョウの住む環境の保全や維
持を考えられるし、それが「此禽ワキテ多シ」（松前志1781）
とされた道央や、更に道南への広がりを助けることになる。
　かつて、この大きく優雅な鳥は全道に住み、人々に自然
の安らぎをもたらす象徴でもあった。今、その状況が復活
進行中である。それが完成した形を見せたとき、初めてタ
ンチョウを本当の「北海道の鳥」と呼べることになる。

図２.美唄市から狩勝峠を通り音更町あたりを結ぶ直線をもとにした断面図。

図３.滝川市から空知川沿いに東へ進み、富良野、南富良野を経て狩勝峠を超え、帯広市
を過ぎたあたりまでの標高を示す断面図。滝川－狩勝峠間でいえば、直線で結ぶ距離
より、空知川沿いの場合は25kmほど長くなる。
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１．鴎島（かもめじま）とは
　ご紹介する鴎島は、北海道の南部檜山振興局管内江差町
の市街地の海側突端にある半島状の島です（図１、２）。
いつの頃からかは知りませんが、江差町で保存している江
戸時代の絵巻などにはすでに鴎島として、記載されてお
り、比較的最近まで本土とは離れた本当の島だったようで
す。名前にもあるように今でも年間を通じてカモメ類を見
ることができ、当時からカモメと共存していたことが、地
元民謡の『江差追分』で、～かもめの鳴く音にふと目を覚
まし、あれが蝦夷地の山かいな～と歌われていることから
もわかります。
　私が当地にいたのは、いわゆる転勤族で平成25年４月か
ら平成28年３月までの
３年間で、浜暮らしは
初めてで貴重な体験で
した。
　島は、全体的に岩場
がせり上がり、上部が
ほぼ平らとなっていま
す。全体が江差道立自

然公園のエリアで、南北に500ｍ、幅は東西に200ｍと、丘
側から見ると海に羽を広げたような形で、これもカモメを
イメージさせると言われています。
　本土側に面した岩場が南北に続き、その中ほどに島上部
へ上がる階段道があり、その際にはイタヤカエデなどの広
葉樹の林があります。上部に上がると公園になっていて、
広い芝生や野外ステージ等の施設があります。また、一部
クロマツの防風林があり、また島の北側に厳島神社（分

社）があり、その周りに小さな広葉樹の林もあります。外
海側に面した斜面には自然の海岸草原が広がり、南側は急
な岩場、北側は平らな岩場が広がり、海水の浸る岩場は冬
場のイワノリの採取場所となっています。狭い場所ながら
複雑な環境が入り交じり、野鳥の貴重な休息場所や繁殖場
所になっています。

２．鴎島の野鳥観察の楽しみ方
　島内では、カラ類、ホオジロ類、ヒワ類、ヒタキ類、ム
シクイ類、キツツキ類、ツグミ類など林や草原にいる小型
の渡り鳥も多く、海の鳥と山の鳥の両方が観察できるのが
なんといってもセールスポイントです。海洋性のカモメ
類、海ガモ類、アビ類、ウミスズメ類（ハシブトウミガラ
ス）などとそのギャップがたまりません（写真１）。

　ビロードキンクロの次に見たのがアカゲラ、ミヤマホオ
ジロの次に見たのがハシジロアビなどと、どこへ行った
の？と聞きたくなるような観察記録をできることが自慢で
きるところです。
　また、色を楽しむのが野鳥観察の醍醐味の一つで、印象
の残っているのが、赤色といえば、アカゲラ、イスカ、コ
マドリ（写真２）、ノゴマ、黄色といえば、カワラヒワ、
キクイタダキ、ミヤマホオジロ、クロガモ、ハジロカイツ
ブリ（夏羽）、青色といえば、コルリ、ルリビタキ、カワ
セミ、イソヒヨドリ、オレンジ色といえばジョウビタキ、
アトリ、ミヤコドリ、紫色といえば、ハギマシコ、ヒメウ
（夏羽）、迷彩色といえば、ヨタカ、アリスイなどです。
　音を楽しむことでは、さえずりは姿が見えなくても、営
巣を行うための縄張り宣言やメスを呼ぶためのラブコール

江差町鴎島の野鳥の魅力
― 鴎島野鳥観察調査を通じて ―

北海道環境生活部環境局生物多様性保全課主幹　坂　村　　　武

図１. 江差町鴎島位置

写真１. ハシブトウミガラス（冬の嵐の日の江差港湾内で）

図２. 鴎島
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として聞かれます。島では渡りの途中なので、その練習と
して聞かれることが多いです。春の朝方は、センダイムシ
クイやエゾムシクイ、コルリが林の中で鳴いています。草
原や芝生横の灌木の上でよく鳴いているのが、ホオジロ、
ノゴマ、アオジです。こうした中でも私が鴎島で和むと考
えるのは、島で繁殖するイソヒヨドリのさえずりでしょう
か。ゆっくりと奏でられ、とてもよい気持ちになる、島で
のゆったりした時間を青空と海の香りに囲まれながら楽し
める音色です。

３．鴎島のカモメとは
　一年を通じて見られるカモメ類はオオセグロカモメで、
島内の一部岩場で数つがいが営巣しています（私のいたと
きは、幼鳥まで育った個体はいませんでした）。また、ウ
ミネコが島のシンボルである瓶子岩や内湾側の漁業用生け
簀上に営巣し、ヒナを育てています。ただし、観察の中
で、ウミネコは１～２月頃鴎島から姿を消す時期があり、
島を完全に根城としているのは、オオセグロカモメであ
り、私個人としては、鴎島の、ザ・カモメはオオセグロカ
モメと考えています。
　一方、秋から春までの寒い時期のカモメ類は賑やかで、
夏場の２種に加え、ワシカモメ、シロカモメ、セグロカモ
メ、カモメ、ミツユビカモメ、そして数は少なかったので
すが、ユリカモメがこれに交じりました。太平洋側の方
が、餌が豊富でカモメの種類や数が多いと感じていまし
た。そんな中ですが、特に天候の悪い風の強いときには、
島の内湾側にたくさんのカモメ類が休息することがあり、
欠航しているフェリーの横で波間に浮かぶ姿をよく見にい
きました。
　ただ、未だにどうにも解せないのが、島にいるオオセグ
ロカモメが留鳥として残っているのかどうかです。カモメ
類の移動を見ていると、秋冬は南下、春は北上と動きが見
られるので、鴎島で繁殖したオオセグロカモメも、おそら
く冬は南下して本州の方へ移動するのかなと私は考えてい
ます。とにかく群れて、見かけによって個体識別ができな
いので、有象無象のカモメとしてしか見られないことが残

念です。誰かＤＮＡの解析してくれないですかねえ。

４．鴎島の主
　カモメ、カラスに次いで、鴎島の頂点に立つ「主」とし
て、よく観察できた種の一つがハヤブサです。私が転居し
た後、一時姿が消えたという話もあったのですが、昨年秋
に、ハヤブサの夫婦の姿がありほっとしたところでした。
鴎島はカラスにとってもよい繁殖環境で、狭い島の中に10
個近く巣があり、ハヤブサは毎年カラスに子育てを邪魔さ
れるので、なかなか子育てがうまくいかないのかもしれま
せん。ハヤブサは、餌の渡り鳥が来ることを見込んで、鴎
島を営巣地に選んでいたようで、特に近くの開陽丸のマス
トの穂先は絶好の監視台となっていました。また、食卓と
しても大いに活用していて、開陽丸の甲板にはたくさんの
鳥の羽が落ちていました。ハヤブサが変な動きをするとき
は、必ずターゲットがいて、そのハンティングの様子を見
るのも観察の醍醐味でした（写真３）。

　その一つがミヤコドリで、一度だけ数日間鴎島に滞在
し、外海側の岩場で、赤い嘴を海水の中に突っ込んで何か
食べていましたが、ふと慌てて飛び立ったかと思うと、そ
の後ろからハヤブサが追っかけてきて、追い回されて最後
は沖の方へ逃げていきました（写真４）。
　また、別の機会にはヤマセミが追いかけられて、山の谷
間を素早くすいすい飛ぶ姿とは違い、逃げても逃げても追
いつかれそうになり、時には海水に潜って難を逃れ、かわい
そうになるぐらい肩で息する姿が、目に焼き付いています。
　犠牲者を見たのは、カワセミで、やはり何度も海水に
浸って逃げていましたが、最後は一撃で鋭い爪に引っかけ
られ、岩場に運ばれるやいなや、バッサバッサと赤や青の
羽をむしられ、あっという間に内臓からどんどん食べられ
ていました。
　そんなハヤブサですが、気品があるなと思うのは、丸呑
みにせず、少しずつ嘴で千切って肉片を食べるところで、
ウミウやカモメの一気呑みをとても下品に思って見ていた
からですね。

写真２. コマドリ（厳島神社裏の林で）

写真３. ハヤブサ（開陽丸マストで見張り）
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　観察２年目には、３羽の子を巣立たせ、開陽丸のマスト
に順番に上の方から、父親、母親、メス幼鳥２羽、オス幼
鳥１羽でそれぞれ止まっていたのが印象的でした。その中
で体の小さいオスと思われる個体が、巣立ち後にまだうま
く飛べない中で、お姉さん２羽にチョされる姿が、人間と
同じでほほえましく感じましたが、実際は餌の奪い合いや
縄張り争いの順位付けなどで、死ぬか生きるかの行為の準
備だったのだと思います。島の主とはいえ、野生では甘い
ことを考えてはいけないと思ったところです。

５．鴎島上空の舞
　鴎島は、島の上だけでなく、上空に結構、見所があるの
も特徴です。夏から秋にかけて芝生やベンチに寝転がって
いると、イワツバメ、ツバメ、アマツバメが虫を追って
か、ヒュンヒュンと音が聞こえるかのように、上空を飛び
交います。
　秋には、大群のミヤマガラス、コクマルガラス（こちら
は少ない）が奥尻島方面へ向けて大集団で、島上空で上昇
気流をつかみながら上昇し、やがて煙が流れるように沖へ
向かって、飛んでいくのが見られます（毎年同じ場所では
ないようですが）。
　春や秋には、渡り鳥が鴎島に寄らず上空を通過して行く
姿も多いです。この場合は種類を同定することができず、
ただ馬鹿みたいにあんぐり口を開けて空を眺めているだけ
の状態となり、観察しているようには見えません。
　夕方に、ダイサギが集団で移動していく姿を見ることが
ありましたが、白い体が夕日に染まってトキ色となり、ト
キが飛んでいるかのような優雅な姿を楽しむことができま
す（これは偶然の産物なのでなかなか見ることはできませ
ん）。

６．鴎島の冬の王者
　「黒船来航」といえば、幕末の話ですが、鴎島にも、黒
船のような巨体で冬場の灰色の空に悠然と現れるのが、オ
オワシです。オジロワシは、それよりも頻繁に江差の街上

空を飛んでいるのですが、黄土色のやや明るい色の上、カ
ラスのモビングにもさらされ、トビほどではないにせよ、
王者と呼ぶにはやや威厳に欠けるところがありました。
　オオワシは、羽ばたきに力があり、遠くからでもその大
きさに圧倒されます。道東では当たり前のように見られる
ところですが、鴎島ではごくたまに、単独でしか見られな
いところも、鴎島では冬の王者の称号を与えてよいのでは
ないかと思います。
　　
７．鴎島を渡り鳥の聖地の一つに
　日本海側には、舳倉島（石川県）、粟島（新潟県）、
飛島（山形県）、松前大島・小島、天売・焼尻島（北海
道）など、渡り鳥の聖地と呼ばれる洋上の小さな離島があ
ることをご存じかと思います。これらは面積が小さく、休
息する渡り鳥を見るのに最適な大きさで、また多くの渡り
鳥が相当疲れて羽を休めていることから、警戒心も緩く長
い時間滞在するので、バードウォッチャーにはあこがれの
場所となっています。一般的には春と秋に、日本海ルート
を北から結ぶとサハリン～礼文・利尻島～天売・焼尻島～
雄冬岬（増毛）～積丹岬～茂津太岬～奥尻島～松前大島・
小島～白神岬～竜飛岬という、洋上渡りルートが考えられ
ますが、オオジシギのように千km以上をひとっ飛びとい
う種もあるので、種によって休み方は様々かと思います。
　この中で、鴎島は、洋上とまではいきませんが、渡り鳥
が移動しているときにどうしても休息を取りたくて、目に
つく場所となっているのではないかと推測されます。
　私の調査時間は、長くても４時間くらいでしたが、早朝
（平日）か昼間（休日）が観察の時間帯が多く、この時間
以外にじっくり観察をしていれば、もっと面白いことがわ
かったのかもしれません。実際、鴎島にはハヤブサが繁殖
していて、年中の根城として、中型の渡り鳥や小型カモ、
ミツユビカモメなどを襲っていた以外に、観察記録にはな
いオオコノハズクなどの夜行性の野鳥の羽だけの遺骸を見
つけることもありました。
　一方、鴎島の離島と違う利点は街に近接し、宿泊場所や
買い物には事欠かず、現在は北海道新幹線の乗り場まで２
時間足らずで行くことができ、船の欠航の影響を受けない
交通の利便性があります。
　また、近隣には別の野鳥観察適地が何カ所もあり、少し
車を走らせれば、季節にもよりますが、クマゲラ、エゾラ
イチョウ、クマタカ、マガン、オオハクチョウ、ミコアイ
サ等に会え、渡りの時期にバードソンがあれば間違いな
く、トップを狙える場所です。
　また、朝日や夕日のきれいな場所で、夜には灯台の光が
沖を照らし、奥尻へのフェリー乗り場もあり、船の汽笛や
漁船の出入りなど港らしい音や光景もあり、情緒豊かな島
です。
　このようなことから、渡り鳥の聖地にふさわしい環境を
備えており、是非見に行っていただければと思います。

写真４. ミヤコドリ（鴎島千畳敷の岩場で）
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　北海道野鳥愛護会の皆さま初めまして。NPO法人バー
ドリサーチ研究員の三上かつらと申します。バードリサー
チは、鳥の調査・研究やイベント開催などを中心に活動し
ている団体です。私はバードリサーチではサンショウクイ
の情報収集を担当していますが、今季はツィッターを使っ
たカッコウ・ホトトギス調査も実施しました。これから何
回か、私または北海道教育大学の三上修氏より、函館から
楽しい記事を発信できればと思います。お付き合いのほ
ど、よろしくおねがいいたします。

　家族（北海道教育大学教授の三上修氏）の異動にともな
い、2014年の秋に道南に引っ越してきました。今の住まい
を決めるとき、“赤松街道”がとても気に入りました。赤松
街道は、函館市の一部から七飯町にかけて、国道５号線沿
いに14.3kmにもわたりアカマツが植えられている並木道の
ことです。樹齢100年をこえたアカマツも多く、立派なも
のです。アカマツがなす景観は素敵ですが、そこにやって
来るイスカもまた気になるところです。赤松街道でイスカ
をよく見かけるのは３～４月の間で、朝、ゴミ出しや除雪
をしていると群れで飛びまわる鳴き声が聞こえてくるので
「今日もいるな」とわかります。また、採食した木の下に
まつぼっくりを大量に落としていくので、それも渡来の合
図のひとつといえます。
　イスカは、スズメ目アトリ科に属しており、カワラヒワ
やイカル、シメなどと同じ仲間の小鳥です。小鳥のなかで
はまあまあ大きいほうで、体重は40ｇを超えるものもあり
ます。ちなみにシジュウカラは12～15ｇ（福岡県での計測
値）、スズメが24g程度です。体の色は、オスの成鳥では
赤い色が多いのですが黄色いものもいます。写真を撮りた
いときなど、つい体全体が鮮やかな赤いオスを目で追って
撮影される方が多いのではないかと思いますが、オス成鳥
のなかには、黄色い体羽がところどころまじっている個体
や、オレンジっぽい個体、黄色い個体、まだら模様、なか
にはシマノジコのごとく黄色とオレンジのツートンカラー
の個体などを見かけることもあります。メスの成鳥は黄
色、と図鑑等に記載されていることが多いですが、黄色と
いえど全体的にも黄色いオスと比べて地味な色合いで、頭
部は青みがかった灰色です。そして最も特徴的なのがその
嘴です。かみ合わせが互い違いになっています。物事が
食い違ってうまくかみ合わないことを「イスカのはしの
食い違い」ということわざもありますが、私はバード
ウォッチャー以外でこの言葉を使っている現代人はあま
り知りません。昔は東北地方などで飼育鳥として人気が
あったようですが、今は趣味嗜好のためには飼うことがで

きないので、イスカを間近で見たことのある人が減ってい
るせいではないでしょうか。その互い違いになった嘴は、
マツの種子をまつぼっくりから取り出して食べるのに特化
した道具です。マヒワやヒガラが開けるのに苦労するよう
な未熟で固く閉じたまつぼっくりでも、イスカは曲がった
互い違いの嘴を使って難なく開けることができます。いい
道具なのですが、機能が特化しすぎたためかマツやトウヒ
の種子を強く好んで食べます。
　ところで、2018年の冬から春にかけての間はイスカが大
変長くかつ多く見られたように思います。１月を皮切りに
断続的に群れをみかけましたが、群れサイズが時々変わっ
ていたので、いくつかの群れが出入りしていたのかもしれ
ません。最も大きな群れは60羽以上でした。それらが少し
落ち着いてきたかな、という４月のある日、北海道教育大
学の函館校キャンパス内をウロウロしていたところ、イス
カの声が聞こえてきました。声のほうをたずねていくと、
マツではなく、シラカンバの木に、雌雄おりまぜ８羽が群
れていました。マツの種は食べつくされたのでしょうか、
少し移動してもマツには行こうとしません。みな、なに
かをついばんでいます。最初は葉っぱの付け根の水分で
も摂取しているのかと思ったのですが、カメラで撮影し
たものを画像モニタで拡大して確認してみると、シラカ
ンバの葉の裏についた小さい虫を食べているようです。
マツの種子以外にもマツの芽をかじったりブナの芽などを
ついばんだりする様子はこれまでにも見たことがありまし
たが、虫を食べるところを自分の目でちゃんと確認でき

たのは初めてでした。マツやトウヒの種子ばかり食べる
と思われがちですが、実は海外で解剖された例でも、イ
スカの胃から甲虫やアブラムシなどが見つかっていま
す。さらに動画を撮影しつつじっくり確認したところ、

何食わぬ顔でイスカ何を食う
バードリサーチ　三　上　かつら
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写真１. 広葉樹の葉の裏についたアブラムシを舐めるイスカ
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時々舌を長く伸ばして葉っぱの裏についたアブラムシを
舐めとっていることがわかりました（写真１、詳細は三
上・三上2019および動画を“動物行動の映像データベース
MOMO”http://www.momo-p.com/showdetail.php?movieid
=momo190611lc03a参照）。イスカは嘴が特徴的なのでそ
こばかり見てしまいがちだったのですが、気づいてみれば
当たり前のことで、アブラムシの時だけでなく、普段種子
を食べるときでも、実は上手に舌を使って種子を口内にた
ぐりよせているのでした。ヒワの仲間たちもみな舌を上手
に使います。イカルの古い名前を「まめまわし」といいま
すが、これは口の中で植物の種子を回すのがうまいことに

由来します。これも舌をつかって回しています。カワラヒ
ワがヒマワリの種子を食べるときも、嘴で咥えたあと、口
内でくるくると種子を方向転換させます。そういうヒワた
ちが何をしているかというと、種子を舌で動かしながら嘴
をパクパク動かして食（は）んで、種の皮むき、つまり

“脱穀”をしているのです。今までわかったつもりでわかっ
てなかったなあ、と理解の解像度が変わった瞬間でした。

引用文献
三上かつら・三上修 2019. 函館市で観察されたアブラムシ
　を採食するイスカとその行動．Strix 35:95-100.

　2019年６月10日夜、野幌森林公園南側の道路を横断す
るヒグマが目撃されました。1941年以来、78年ぶりだそ
うです。野幌森林公園は大都市近郊にあって、2,053haと
世界的にもまれな規模を持つ自然公園ですが、これまで
地元の間では「ヒグマはいない」という認識が定着してい
ました。当会でも安心してその自然の豊かさを堪能でき
る場所として、四季折々に探鳥会を実施してきました。
　情報によると、翌11日の朝には、登満別口付近、志文
別線などでフンが確認され、その後、公園外を含む北側
地域で出没、そして７月１日には公園南端から約１㎞の
路上での目撃、２日以降の公園南側にあるハスカップ農
園付近での目撃など、出没件数はあっという間に増えま
した。７月17日までの目撃情報は14件、自動撮影４件、
フン、足跡などの痕跡情報は12件に及びました（北海道
博物館のＨＰより）。
　当会の探鳥コースになっている桂コース、四季美コー
ス（大沢の池付近）、大沢コース、大沢口駐車場付近
（右図参照）でも目撃やフンなどの情報が続く事態とな
り、６月30日、７月14日の２回の探鳥会を中止としました。
　その後、7月17日を最後に公園内での目撃情報はいった

ん途絶えましたが、１か月以上経った8月24日に公園内の
南側で目撃され、その後も複数回の目撃が続いていまし
た。
　９月５日、北広島市西の里地区に設置していた箱わな
でヒグマが捕獲され、これまで出没していた同一の個体
であると発表されました。とりあえず今回の事態は収束
しましたが、今後も注視していく必要がありそうです。

表紙の鳥　　　ギンザンマシコ 　何年か前から、６月末あるいは７月初めに旭岳を訪れ、ギンザン
マシコに会うことが初夏の恒例となっています。今年も７月初めの
週末に出かけました。そして、ロープウェイ姿見駅からほど近い展
望台で、観察機材と撮影機材をセットしてこの鳥の出現を待ちまし
た。待つことしばし・・・耳になじんだ懐かしい鳴き声がした方を
探しましたら、いました！いました！ハイマツにとまって鳴いてい
ます。色鮮やかな雄です。今回は、その後もしばしば出現して我々
を大いに楽しませてくれました。この時のギンザンマシコを詠みま
した。
　　　ハイマツに　霧は流れて
　　　やはらかき　やさしき調べ　ギンザンマシコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼田　正（札幌市中央区）

当会本拠地　野幌森林公園にヒグマ出没
探鳥幹事代表　早　坂　泰　夫

北海道野鳥だより  第197号（2019）
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　個人を識別するのに、皆さんは相手のどこを見ますか。
普通は顔ですね。鳥ではハクチョウ類の嘴の黒模様やフク
ロウ類の斑紋など、翼をたたんでいる時でも体の特徴で識
別できる場合もあります。しかし、一般に小鳥は名札が付
いていないと難しく、この点大型のタンチョウGrus 
japonensisも同じです。ただ、小鳥などでは、発信機能が
無ければ標識装着後に再捕獲しないと、生存や移動が確認
できませんが、タンチョウは、再捕獲せずに望遠鏡などで
標識番号を読むことでそれが可能です。いまのところ、北
海道のタンチョウで標識付き（標識個体）は、全体の約1
割です。そのため、個体識別できる場面は、ごく少ないの
です。将来的に、鳥の顔（外観）認証システムが開発され
れば、標識付けが必要なくなるかもしれませんが・・・。
　北海道のタンチョウは主に道東に生息していますが、近
年は個体数が増加したことにより、道北や道央圏でも観察
されることが多くなってきました。しかし、標識個体の割
合が低いため、個体識別などは難しい状況です。「羽数が
一緒」、「年齢が同じ」、「近くで別の目撃例がある」と
いった理由だけで、“同一個体”と断定するのは正確性や客
観性を欠いた「思い込み」ということになりかねません。
もちろん、同一個体の可能性はあるのですから、客観的に
判断できる理由や材料を挙げるのが望ましいと思います。

私も一研究者として、このような「思い込み」に陥らない
ように留意することを心がけています。
　本稿では、標識が付いていないタンチョウで、ほぼ同一
個体と同定された事例を紹介します。写真１は苫小牧市
で、写真2は小樽市でそれぞれ異なる日に別人が撮影した2
羽（便宜的に個体A、Bとしています）です。撮影場所
は、直線距離で60km以上離れています。両写真の２羽と
も頸に茶色の羽毛が残り、初列風切りの先端が黒いことな
どから、昨年生まれの若い個体とわかりました。さらに、
翼の次列風切り羽の特徴（写真の円内）も２羽とも一致し
ていました。掲載した写真は２枚ずつですが、実際は複数
枚の写真から両翼の風切り羽や雨覆い羽の黒斑等について
も比較・確認しました。したがって、羽数、齢構成および
身体的特徴の一致、また移動能力を考慮した場合の確認地
点間の距離に矛盾がないこと等から、総合的にみて同一個
体の可能性が極めて高いと判断できます。
　また、ネイチャー研究会inむかわで収集している画像を
基に、同様の比較・確認を行い、個体Aはむかわ町で生ま
れ育ったタンチョウの可能性が高いことも判っています。
こうした若鳥の時の特徴がいつまで残るかは、残念ながら
はっきりしていません。このような画像による個体識別の
具体例として、北海道野鳥だより第194号の表紙写真
（2018年４月17日10時過ぎ野幌森林公園、田中冬彦氏撮
影）でも確認を行ってみました。私が2018年４月13日に江

画像によるタンチョウ個体の同定
タンチョウリサーチ　代表　正　富　欣　之

写真１. 苫小牧市　2019年3月19日　著者撮影
　上: 円は個体Aの左翼　下: 円は個体Bの右翼

写真２. 小樽市　2019年4月9日　片倉晴雄氏撮影
　上: 円は個体Aの左翼　下: 円は個体Bの右翼

北海道野鳥だより  第197号（2019）
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別市の石狩川河川敷で撮影した複数枚の標識番号318の個
体画像と比較すると、「似ている」個体だと言えます。
が、やはり一枚の画像だけですと、「同定」するための情
報量としては少なく感じます。
　今回の場合、両翼の特徴が不明であれば、「ほぼ同一個
体」とまでは言えなかったでしょう。つまり、身体的特徴
を捉えることができる画像が記録されていたことが、標識
なしの個体にもかかわらず確実性の高い同定を可能にしま
した。同じような状態・形状の写真がたまたま撮影されて
いただけとも言えますが、個体の動きに合わせて複数枚の
写真を撮影しておくと、タンチョウに限ったことではあり
ませんが、身体的特徴を捉えられる確率が高くなります。
こうした確実性の高い記録が集められることにより、それ
を基にした対策が練られ、鳥類の保全につながることが期
待されます。
　全体の個体数だけから考えると、北海道のタンチョウは
絶滅の危険性が低いといえます。しかし、道東に集中して
生息しているため、感染症等による個体数減少リスクを依
然として抱えています。そのリスクを低減させるために生
息地を分散させる取り組みが行われています。そのため、
今後も道東以外へのタンチョウ出現が多くなると予想され

ます。その際に同一個体であることが確認されれば、移動
状況や定着性など、様々なことが明らかになります。しか
し、前述のように標識個体割合が低いため、観察された個
体が標識から同じであると判断できる機会は、それほど多
くないでしょう。したがって、標識が付いていない個体の
同定は、タンチョウの保全上、とても重要なことになると
考えています。
　そこで、読者の皆さんにタンチョウに関する情報提供の
お願いです。道東以外で、タンチョウを目撃した際には、
タンチョウリサーチの私までご連絡いただければ幸いです

（連絡先 E-mail:tancho_research@xmail.plala.or.jp）。
　写真撮影が可能な場合には、動きに合わせて複数画像を
記録していただければと思います。具体的には、一方向か
らの「立ち姿」だけではなく、前後左右を向いたもの、飛
翔や開翼している場面などです。なお、周囲の安全と個体
への影響に配慮して、無理のない範囲で撮影してくださ
い。ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。
　最後に、撮影状況および画像を快く提供してくださった
片倉晴雄氏ならびにネイチャー研究会inむかわに深謝の意
を表します。

クロジョウビタキ雄　2019.4.13　後志管内積丹町神威岬

北海道野鳥だより  第197号（2019）

　2019年４月13日、快晴の日に私は神威岬に野鳥観察に出
かけました。到着して間もなく、ホオジロ、ミヤマホオジ
ロが地面で餌取りをしており、春を感じました。
　北海道ではあまりみられないジョウビタキも雄雌共に遠
くに見え、近くに来てくれないかと思っていたところ、地
面からひょっこり小枝に乗った鳥が視界に入りました。顔
から胸までが黒くお腹がオレンジ色をしているのが見え、
胸とお腹の色の境目がジョウビタキと違うように見えたの
で見たことのない鳥かもとレンズを向けるとジョウビタキ
であればグレーである頭も黒く、やはりジョウビタキじゃ
ない？と思い、シャッターを切りながらその鳥が何なのか
を考えワクワクしていました。
　それからその鳥はちょろちょろ見え隠れしていたので、
近くに止まってくれないかと息を潜めて待ちました。15分
ぐらい待っていると、その鳥は近くに止まってくれたので、
中々じっとはしてくれませんでしたが、ファインダーで懸命
に追いかけ、なんとか綺麗に撮影することができました。

野 鳥野 鳥
情報コーナー情報コーナー

積丹町神威岬でクロジョウビタキ積丹町神威岬でクロジョウビタキ
札幌市豊平区　小谷　浩一札幌市豊平区　小谷　浩一

aaaaaaaaaaaaaaaaaaa

　絶対珍鳥だと思い、はやる気持ちを抑えられず現場で
ネット検索をしたところクロジョウビタキがヒットしまし
た。クロジョウビタキと分かった時は言葉に表せないくら
い感激しました。
　もう会えないかもと思い、つい次の日も2時間かけて会
いに行ってみましたが会えませんでした。珍鳥発見の嬉し
さはありますが、この綺麗な色合いとクリクリした可愛い
目の持ち主に滅多に会えないと思うと、ちょっと複雑な思
いです。毎年会えるようになると珍鳥ではなくなります
が、それでもこの可愛い鳥を毎年見られるようになる事を
願うばかりです。
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　わたしは藤の沢小学校５年で、５月５日、藤の沢の探鳥
会にさん加しました。晴れていて、とてもあつかったで
す。26度くらいにもなりました。さくらもまんかいで、木
の緑もとてもきれいな日でした。
　白鳥園で集合でしたが、そこはわたしが３、４年生の時
に、冬、鳥のかんさつに行ったところでした。でも雪がな
かったので、ぜんぜんちがう感じがしました。そこから森
に入った道も、近くに住んでいるのに知らないところでし
た。森に入ってすぐに、六が池や愛鳥広場があってびっく
りしました。藤の沢小学校で毎年５月に「愛鳥祭」という
のがあって、その時に通る道だったからです。
　そこで、とてもきれいなウグイスの声が聞こえました。
少し行った谷のところで、オオルリに今年はじめて出会え
ました。とてもきれいな鳴き声はずっときこえていたか
ら、その声の本当の鳥に会えてとてもうれしかったし、青
がとてもきれいでした。
　小鳥の村から出るときには、キビタキにも会えてうれし
かったです。白鳥園に帰るとちゅうの川のところで、もう
一度、近くでオオルリを見ることができました。川におり
て水を飲んでいるようでした。小鳥の村で見たより、もっ
と青がこい色できれいでした。
　たくさん鳥に出会えたし、知らない道にも行けて、とて
もたのしい探鳥会でした。

【記録された鳥】マガモ、キジバト、コゲラ、オオアカゲ
ラ、アカゲラ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ハシブ
トガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウ
グイス、ヤブサメ、エナガ、センダイムシクイ、ゴジュウ
カラ、クロツグミ、ツグミ、キビタキ、オオルリ、ニュウ
ナイスズメ、スズメ、キセキレイ、ハクセキレイ、カワラ
ヒワ、マヒワ、ホオジロ、カシラダカ、アオジ　以上30種
【参加者】秋本秀人、秋山洋子、安保信雄、岩井幸子、上

【記録された鳥】オシドリ、ヨシガモ、マガモ、コガモ、
キンクロハジロ、カイツブリ、キジバト、ツツドリ、ト
ビ、コゲラ、アカゲラ、ヤマゲラ、ハシボソガラス、ハシ
ブトガラス、ハシブトガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウ
カラ、ヒヨドリ、ウグイス、ヤブサメ、センダイムシク
イ、メジロ、ゴジュウカラ、クロツグミ、キビタキ、オオ
ルリ、ニュウナイスズメ、カワラヒワ、アオジ　以上30種
【参加者】安保信雄、石田利勝、板谷輝美、今村三枝子、
植田亜紀子、大表順子、小原正徳、栗林香苗、後藤広江、
小西峰夫・芙美枝、小畠俊幸、小畠惇子、佐藤隆男・充
江、志賀裕悦、高橋貞夫、竹田芳範、田中さちよ、辻　雅
司・方子、長野隆行、中村　隆、中村尚彦、畑　正輔、早
坂泰夫、藤田　潔、辺見敦子、前田八郎、松原寛直・敏
子、丸島道子、三輪節子、山本康裕、横山加奈子、吉田慶
子、鷲田善幸　　　　　　　　　　　　　　　　以上37名
【担当幹事】畑　正輔、横山加奈子

　新緑萌える季節。野原に降り立ったハクセキレイ。群生
するエゾエンゴサク。遠くからはカッコウの鳴き声が耳に
届く。私の原風景は野幌の原生林の中にある。
　５月12日千歳川にて初めての探鳥会。小学生の娘、会員
である母と共に参加した。この日、千歳の最高気温は
16℃、最低気温は３℃。天候は晴れ。風はとても冷たく
肌寒く感じた。午前7時半頃、集合場所の広場では、早く
も双眼鏡を構えた人々がめいめい観察を始めていた。皆、
口々に「あれは何々」と野鳥の名前を教えてくださった
が、全くの素人である私は、飛び立つ鳥を目で追うのが
やっとだった。
　午前８時頃いよいよ出発。ときおり強く吹く風に身を縮
こまらせながら、第四ダムを目指して川沿いを歩き始め
た。はじめは、思うように野鳥を観察できなかったが、途
中、エゾエンゴサク、エンレイソウ、スミレなどが目を楽
しませてくれた。１時間ほど歩き、日がやや高くなってき
た頃、川を泳ぐつがいのマガモ、樹の上部にとまるウグイ
スを捉えることができた。聞けば、実際にウグイスが鳴く

野 幌 森 林 公 園
2019.  5.  6

今年はじめて会えたオオルリ
藤の沢

2019.  5.  5
札幌市南区　陣内　直子

千　　歳　　川
2019.  5. 12

札幌市東区　佐藤　ゆう紀

坂　久・千幸、大表順子、小堀煌治、小林弘輝、國本昌
秀、近藤章子、小谷内久江、佐藤香織、佐藤珠江、品川睦
生、陣内麻友美・なおこ・ともこ・ゆうこ、田中さちよ、
辻　雅司・方子、道場　優、中島　蘭、中村ケイ子、蓮井　
肇、早坂泰夫、樋口孝城、三島千恵子、本杉政司・朋子、
森岡俊英、森本玲子、門馬公生　　　　　　　　以上34名
【担当幹事】小堀煌治、品川睦生

探鳥会参加の子供たち

（じんのうちなおこ）
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　本年２月に入会しました田中克憲と申します。昨年８月
に道東を旅行した際にエゾリスとアカゲラをスマートフォ
ンで撮影したのがきっかけで、野鳥撮影を始めました。
　さて、５月17日～19日の礼文島宿泊探鳥会に妻と参加し
ました。入会後、初めての探鳥会参加です。札幌駅から、
バスとフェリーで約400kmの移動。途中の休憩、フェリー
乗船中も「鳥がいれば逃さない」皆様の熱心さに脱帽で
した。
　礼文島に到着し、早速富川さん確保（?）のミヤコドリを
撮影できました。野幌森林公園しか知らない私には「あん
な鳥がいるのか！」と驚きでした。礼文町の町鳥「コマ
ドリ」も観れるのではないかと期待が持てるスタートで

姿を目にすることはあまりないそう。貴重な体験だった。
　午前10時半頃、第四ダムに到着しダムの上で休憩をとっ
た。川の両岸では萌え出ずる若葉に混じって遅咲きの桜が
咲き、川面には花筏が浮かんでいた。春も終わりを告げ、
まもなく千歳川にも初夏が訪れるのであろう。休憩後にセ
グロセキレイを目にすることができた。幼少期に見たハク
セキレイの仲間だ。
　帰路では、ヤマガラ、キビタキを観察した。気温が上昇
し動きが活発になってきたためか、鳥のさえずりを多く耳
にした。観察した野鳥の数はそれほど多くはなかったが、
様々な美しい風景を目にすることができた。
　原生林から離れて暮らす今でも、ときおりハクセキレイ
の愛らしい姿に心躍らせた日を思い出す。今回の観察会で
は、幼き日の思い出深い風景に新たな記憶を加えることが
でき、心満たす時間を過ごした。
【記録された鳥】ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、キンク
ロハジロ、キジバト、アオサギ、ツツドリ、トビ、カワセ
ミ、コゲラ、オオアカゲラ、アカゲラ、カケス、ハシボソ
ガラス、ハシブトガラス、キクイタダキ、ハシブトガラ、
ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、
ヤブサメ、エナガ、エゾムシクイ、センダイムシクイ、メ
ジロ、ゴジュウカラ、コムクドリ、クロツグミ、コサメビ
タキ、キビタキ、オオルリ、ニュウナイスズメ、キセキレ
イ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、カワラヒワ、アオ
ジ、クロジ　　　　　　　　　　　　　　　　　以上40種
【参加者】安保信雄、板谷輝美、伊藤敏正、今村三枝子、
岩井　茂、岩井幸子、江坂嘉昭、大表順子、川村宣子、栗
林宏三、小西峰夫・芙美枝、小畠俊幸、小谷内久江、近藤
章子、佐藤香織、佐藤ゆう紀・美梨、品川睦生、島崎康
広、高島　均・明美、髙橋宣子、田中さちよ、鳥屋祐樹、
長尾保秀・由美子、中村　隆、畑　正輔、早坂泰夫、美頭
佳範、松原寛直・敏子、本杉政司・朋子、山本育子、吉田
慶子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上37名
【担当幹事】栗林宏三、島崎康広

礼文島宿泊探鳥会
2019.  5. 17～19

札幌市白石区　田中　克憲

した。
　ところがどっこい、２、３日目と強風下（礼文島のそよ
風？）の探鳥会となりました。その中でも、鳥たちの声を
捉えて「あ、コマドリが鳴いてる！」「ミソサザイの声！」
と鳥を判別されるベテランの皆様の側で、勉強させて頂き
ました。少なくともコマドリとミソサザイの鳴き声は覚え
ました。
　野鳥だけでなく「コバルトブルーの海はこれか！」と絶
景に感動し、「桃岩」「猫岩」の形に感心したりと、礼文
島の自然も楽しめました。
　コマドリは２日連続の４時過ぎ起きも、藪から藪に移る
影を観るにとどまりました。２m後ろを歩いていた妻はラ
ッキーでした。「もう少し時間があったらなぁ」と、コマ
ドリの鳴き声に後ろ髪をひかれる思いで、礼文島を後にし
た次第です。
　幹事の皆様には大変お世話になりました。また、何も知
らない私どもに親切にして下さいました参加者皆様に感謝
です。機会がありましたらまた是非参加したいと思います。

【記録された鳥】
（5.17）稚内港、礼文島航路、香深港周辺
シノリガモ、ヒメウ、ウミウ、ミヤコドリ、キアシシギ、
アカエリヒレアシシギ、ウミネコ、オオセグロカモメ、ウ
トウ、トビ、オジロワシ、ハシボソガラス、ハシブトガラ
ス、スズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ　　　　以上16種
（5.18）香深港周辺、緑が丘キャンプ場、久種湖畔、澄海
岬、スコトン岬、金田ノ岬、北のカナリアパークほか
ヒシクイ、マガモ、コガモ、キジバト、アオバト、カワ
ウ、ウミウ、アオサギ、ダイサギ、オグロシギ、ホウロク
シギ、アオアシシギ、タカブシギ、イソシギ、トウネン、
ヒバリシギ、エリマキシギ、ユリカモメ、オオセグロカモ
メ、トビ、オジロワシ、チュウヒ、ハイタカ、ノスリ、ア
カゲラ、ヤマゲラ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ハ
シブトガラ、シジュウカラ、ヒバリ、ヒヨドリ、エナガ、
ゴジュウカラ、ムクドリ、ノビタキ、キビタキ、スズメ、
ハクセキレイ、カワラヒワ、ベニマシコ、オオジュリン、
カワラバト　　　　　　　　　　　　　　　　　以上48種
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（5.19）桃岩周辺、香深港、礼文島航路、稚内港
ハシボソミズナギドリ、ウミウ、ツツドリ、アカエリヒレ
アシシギ、ウミネコ、オオセグロカモメ、ウトウ、トビ、
ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヒガラ、シジュウカ
ラ、ウグイス、エナガ、センダイムシクイ、ミソサザイ、
アカハラ、コマドリ、ノゴマ、スズメ、キセキレイ、ハク
セキレイ、カワラヒワ、ベニマシコ、ウソ、アオジ、クロ
ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上27種

【参加者】今村三枝子、大表順子、岡部良雄・三冬、小野
寺まゆみ、栗林宏三、近藤章子、佐々木　裕、品川睦生、
白澤昌彦、高橋良直、髙橋きよ子、髙橋宣子、田中克憲・
文子、辻　雅司、道場　優、富川　徹、中村　隆、畑　正
輔、早坂泰夫・みどり、原　美保、樋口孝城、平岡信夫、
藤吉　功、辺見敦子、松原寛直・敏子、丸島道子、村田恵
一、村田睦子、本杉政司・朋子、山本昌子、横山加奈子、
吉田慶子　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上37名
【担当幹事】栗林宏三、佐々木裕、畑　正輔、早坂泰夫、
　　　　　　横山加奈子

【記録された鳥】カルガモ、クロガモ、カイツブリ、ウミ
ウ、アオサギ、カッコウ、ウミネコ、オオセグロカモメ、
トビ、チュウヒ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、シ
ジュウカラ、ヒバリ、ウグイス、オオヨシキリ、コヨシキ
リ、ノビタキ、スズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ、ホオ
アカ、アオジ、オオジュリン　　　　　　　　　以上24種
【参加者】阿部勝利、池田美由紀、板谷輝美、岩井　茂、
岩井幸子、臼田　正、大表順子、小山内恵子、門村德男、
川端　純、岸野一法、北山政人、佐藤香織、品川睦生、鈴
木幸弥・順子、高島　均・明美、館山　睿・未央・太雪、
田中さちよ、田守真一・敦子、中村英一、畑　正輔、早坂
泰夫、樋口孝城、美頭佳範、本杉政司・朋子、山下　茂、
吉田鏡子、鷲田善幸　　　　　　　　　　　　　以上34名
【担当幹事】臼田　正、門村德男

　1984年に引っ越してきた我が家の隣は大麻中央公園で、
聳え立つカラマツ林、多種類の広葉樹の大木（名前を知る
のが大変だった）、大きなコイがいて渡り鳥がやってくる沼
がある素晴らしい環境でした。早速餌台を作りやってくる
小鳥たちを少しずつ覚えました。パンの耳、くず米、ヒマ
ワリの種、脂身と餌の種類を増やしていくと、来る野鳥の
種類も増え、必死に図鑑と野鳥の鳴き声テープ（今はネッ
トがあって便利！）で少しずつ名前を憶えていきました。
常連のカラ、キツツキからシメ、アトリ、時にはレンジャ
ク、コウライキジも来ます。鳥ではないが、リス、キツネ、
ネズミも常連です。小学生になった子供たちは、自由研究
に「我が家に来る鳥たち」という絵本を作っていました。
　やがて、早朝に囀る鳥に気づくようになり、カラマツの
てっぺんにいる姿を偶然見て、必死に図鑑、ネットと照合
し、クロツグミと知り、同じようにキビタキを知りまし
た。それからは我が家のこの二大美声を聴くために、４月
以降は２階の寝室の窓を開けて寝ています。目覚めるとク
ロツグミの囀り。
　でも、大麻中央公園で囀る知らない野鳥がまだ多い！ 
日の出に合わせて、近くにある石狩川、厚別川にも行くこ
とがありますが、囀る鳥の種類が異なりまったくわからな
い！　とても悔しい！
　そんな時、昨年春の早朝、森林公園をサイクリングして
大沢口まで戻ったところで、「北海道野鳥愛護会」の旗にた
むろする人たち見て声を掛けました。そこで探鳥会に誘って
いただき、これまで数回参加しています。友人とも行きま
したし、４月には東京から来ていた（小学生のころ自由研
究をした）娘と孫（５歳）も参加させていただきました。
　と、長々と書いてきたとおり、ボクは出会った鳥たちの
名前が分からず、とても歯がゆい歳月を送ってきたので
す。貴会の探鳥会では、皆さん、いかにも野鳥が好きなだ
けでなく、質問すると何でも丁寧に答えてくださるので、
歯がゆい歳月を送ってきたボクにはとてもありがたく快適
です。
　今回（６月２日）の早朝探鳥会は、久しぶりの慈雨の翌
日の快晴、野鳥の囀りだけでなく、木々の緑、透き通った
空気、やわらかい陽射し、実に爽快でした。森林公園の近
くに住むボクには、早朝探鳥会はとてもありがたい企画
で、年２回はやってほしいなぁと期待しています。
【記録された鳥】マガモ、カイツブリ、キジバト、アオバ
ト、アオサギ、バン、ツツドリ、トビ、フクロウ、コゲ
ラ、オオアカゲラ、アカゲラ、ヤマゲラ、ハシブトガラ
ス、ハシブトガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒ
ヨドリ、ウグイス、ヤブサメ、オオムシクイ、センダイム
シクイ、メジロ、ゴジュウカラ、クロツグミ、コサメビタ
キ、キビタキ、オオルリ、カワラヒワ、イカル、アオジ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上32種

鵡　川　河　口
2019.  5. 26
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野 幌 森 林 公 園 （早朝）
2019.  6.  2

江別市　平田　修二
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【参加者】阿部真美、大表順子、蔵谷徳洋、小西芙美枝、
近藤章子、品川睦生、田中　陽・雅子、田中さちよ、田守
真一・敦子、高橋利道、椿　典子、富川　徹、中村　隆、
畑　正輔、早坂泰夫、本間卓也・裕美、藤森行雄・祐子、
平田修二、森岡俊英、松原寛直・敏子、本杉政司・朋子、
横山加奈子　　　　　　　　　　　　　　　　　以上28名
【担当幹事】富川　徹　早坂泰夫

　バードウォッチングを始めて２年足らずの初心者です。
札幌では、娘が北区在住なので主に北大の北部分・恵迪の
森や遺跡庭園で野鳥を観察しています。新しい知見も多く
満足なのですが、残念なのは鳴き声を聞いても何鳥が判別
できないことです。植物のことも教えていただけたらと探
鳥会に参加しました。今回３回目です。
　心配された天気も徐々に回復し、コムクドリが飛び交う
福移小中学校から石狩川の堤防に上り、墓地周辺そして川
辺りを廻りました。コヨシキリ・ノビタキ等草原性の鳥を
中心に多種多様な野鳥を観察することができました。
　一番印象に残ったのはノゴマです。眉斑と顎線の白さに
対し喉の赤色が際立っていました。さえずりも快活です。
次には雌も見たいものです。
　堤防上で見たオオジシギの飛翔にもびっくりです。ディ
スプレイで有名ですが、タシギやヤマシギの連想から地上
での姿をイメージしていました。
　河畔林の高みに止っていたカッコウも北海道に来て初め
て見た鳥です。静止する姿をスコープでじっくり観察でき
ました。
　横浜では冬鳥のオオジュリンやアリスイ・ベニマシコ・
アオジなど、なぜか懐かしい感じです。夏冬異色のものは
夏羽の方が鮮やかで目立つように思います。
　エゾセンニュウやシマセンニュウの姿は確認できません
でしたが、鳴き声を聞き、区別を教えていただきました。
　水鳥は少なかったものの多くの野鳥を楽しむことができ
ました。生態の説明や質問への対応、スコープの調整等い
ろいろお世話になり、本当にありがとうございました。今
年もできるだけ探鳥会に参加したいと思います。
【記録された鳥】ヒドリガモ、マガモ、キジバト、ウミ
ウ、アオサギ、ツツドリ、カッコウ、オオジシギ、ウミネ
コ、オオセグロカモメ、トビ、チュウヒ、アリスイ、ハシ
ボソガラス、ハシブトガラス、シジュウカラ、ヒバリ、ショ
ウドウツバメ、ウグイス、シマセンニュウ、エゾセンニュ
ウ、オオヨシキリ、コヨシキリ、コムクドリ、ノゴマ、ノ
ビタキ、ニュウナイスズメ、スズメ、ハクセキレイ、カワ
ラヒワ、ベニマシコ、ホオアカ、アオジ、オオジュリン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上34種
【参加者】秋山洋子、板谷輝美、臼田　正、岸野一法、北山
政人、栗林宏三、小西峰夫・芙美枝、佐々木賢、品川睦
生、高橋きよ子、高橋貞夫、立田節子、辻　雅司、畑　正
輔、原　美保、樋口孝城、三輪節子、横山加奈子　以上19名
【担当幹事】辻雅司、原　美保

※６月16日の植苗ウトナイは雨のため、６月30日と７月14日
の野幌森林公園はヒグマ出没のため中止になりました。

　私は新聞にのっていたノビタキの姿がとてもかわいいの
で、それにつられて参加しました。少し肌寒い曇り空のス
タートでしたが、日影の無い道を歩くのにはちょうど良
かったです。川沿いの道を歩き始めてすぐに、カッコウ・
ノビタキ・オオヨシキリ・エゾセンニュウとにぎやかな声
が聞こえてきました。右に左にみんなで鳥を探し「あっな
んか飛んだ。」「今のは何？」「あそこにいる！」など鳥達に
負けないくらいにぎやかに、楽しい時間をすごしました。
　お目当てのノビタキは子育て中で幼鳥も見ることがで
き、ほのぼのしました。また、カッコウはなかなか見つけ
づらいのですが、今回は見やすい所に何度も止まってくれ
たし、オオヨシキリは口の中の赤がはっきり見えるよう
に、ギョギョシとないているのが見られて本当に楽しい時
間でした。
　そして愛護会の世話人のみなさんが、参加者の声にすば
やく反応してすぐに望遠鏡に入れてくれるので、良く見る
ことが出来たし、飛んでる鳥や鳥の声で名前を教えてもら
えたのも、勉強になりました。飛んでる鳥を双眼鏡で見る
ことが私はうまく出来ないのですが、これは練習すると出
来るようになるとのことなのでがんばろうと思います。
　あと、この時期木々の多い公園などは、日影がありすず
しいのですが、葉がじゃまして鳥がとても見づらいのが難
点です。でも、背の高い木が少なく、開けていて草原が見
わたせるこんな場所はとても良い所だと思います。
　今回、オオジュリンもいるらしいと聞きました。ぜひ見た
いと思い、オオジュリンを探しにまた来たいと思いました。
【記録された鳥】マガモ、キジバト、ウミウ、アオサギ、
カッコウ、トビ、アカゲラ、ハシボソガラス、ハシブトガ
ラス、シジュウカラ、ヒヨドリ、エゾセンニュウ、オオヨ
シキリ、コヨシキリ、ムクドリ、コムクドリ、ノビタキ、
スズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ、ホオアカ、アオジ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上22種
【参加者】秋山洋子、阿部勝利、安保信雄、石井正訓、伊
藤晴美、伊藤勇一、井村茂和・泰子、遠藤友二・ノリ子、
大表順子、太田　潤・恒美、小畠俊幸、小本晴香、栗林宏
三、後藤義民、小西峰夫・芙美枝、近藤章子、齊藤けい・
瞳・蓮・あおい、佐々木　賢、品川　睦生、高島　均・明
美、田中さちよ、辻　雅司、道場　優、永野一彦・朋
美、成田裕幸・しずか、畑　正輔、原　美保、樋口孝
城、平田修二、松原寛直・敏子、宮地雄一郎・茜里、本杉

厚　　別　　川
2019.  6.  9

札幌市中央区　伊藤　晴美

福　　　　移
2019.  6. 23

横浜市　三輪　節子

北海道野鳥だより  第197号（2019）

政司・朋子、横山加奈子、吉田慶子、若山幹夫　以上48名
【担当幹事】品川睦生、横山加奈子
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【宮島沼】2019年９月29日（日）
　宮島沼はマガンの秋の渡りの中継
地として重要な場所です。例年この
時期に渡来のピークを迎えます。マ
ガンの他にも、ハクチョウ類、カモ
類、カイツブリ類などが見られま

す。時には猛禽類が上空にあらわれ、水面の水鳥たちが一
斉に飛び立つ場面なども見られます。午前11時半頃に鳥合
わせ、解散となります。天気が良ければ、駐車場横で昼食
をとることもできます。
　集　合：湖畔　10：00
　交　通：中央バス　岩見沢ターミナル発（月形行）
　　　　　または月形駅発（岩見沢行）
　　　　　「大富」下車　徒歩20分

【野幌森林公園】
2019年10月６日（日）、11月３日（日）、12月１日（日）
　紅葉の秋から冬へ向かう野幌森林公園を楽しみます。夏
鳥はほとんど去りカラ類やキツツキ類などが主体ですが、
ツグミやマヒワ、レンジャク類などの冬鳥が見られること
もあります。大沢園地で昼食、午後１時頃には大沢口に戻
り、鳥合わせ、解散となります。12月からは冬コースに変
わり、12時頃大沢口に戻り、鳥合わせ、解散となります。
昼食は自然ふれあい交流館でとることができます。
※公園内でヒグマの出没情報があった時には、探鳥会は中止
の場合もあります。ホームページなどで連絡いたします。
　集　　合：野幌森林公園大沢口　９：00
　交　　通：JRバス　新札幌駅発（文京台循環線）
　　　　　　「文京台南町」下車　徒歩５分
　　　　　　夕鉄バス　新札幌駅発（文京台南町行）
　　　　　　「大沢公園入口」下車　徒歩５分

【ウトナイ湖】2019年11月10日（日）
　晩秋のウトナイ湖にはこれから南に渡ったり、近郊で越
冬したりするハクチョウ類、カモ類が見られます。渡り途
中のマガンやヒシクイなども見られます。これら水鳥類の
観察を主体に湖畔をネイチャーセンターまで歩きます。12
時頃にネイチャーセンター内で鳥合わせして解散となりま
すが、同じ場所で昼食をとることができます。
　集　合：野生鳥獣保護センター前　９：30
　交　通：道南バス　新千歳空港発（苫小牧発）
　　　　　「ウトナイ湖」下車　徒歩５分

☆いずれの探鳥会も悪天候でない限り実施します。
☆昼食、雨具、観察用具、筆記用具などをお持ちください。
☆問い合わせ　北海道自然保護協会　011－251－5465
　　10：00～16：00（土日、祝祭日を除く）

〔 北海道野鳥愛護会 〕 年会費　個人 2,000 円、家族 3,000 円（会計年度４月より） 郵便振替  02710－5－18287
札幌市中央区北３条西11丁目加森ビル５・六階　北海道自然保護協会気付　   （01 1）25 1－54 6 5〒060－0003

HPのアドレス https://aigokai.org

◆野鳥カレンダーの販売◆
　「北海道野鳥愛護会」の名前入りカレンダーを販売します
（１部1,200円）。お渡しは11月ウトナイ湖探鳥会と12月
野幌森林公園探鳥会となりますので、申込時に受け取り場
所をお知らせください。
　申し込み先　畑　正輔　TEL　       011－894－0017
　　　　　　　　　　　　携帯TEL　090－3117－4261
　　　　　　　　　E-mail hata2002@lapis.plala.or.jp

【新しく会員になられた方々】
野中　政博（札幌市西区）
高浪　一史（札幌市白石区）
永野　一彦・朋美（札幌市豊平区）
春日　和子（札幌市東区）
本谷　英一（江別市）

北海道野鳥だより  第196号（2019）

　日　時：2019年10月20日（日）
　集　合：唐松平（下図参照）9：30
　交　通：公共の交通機関はありません。
　　　　　JR室蘭駅からタクシー利用可能。
　室蘭測量山直下の唐松平で、おもにハイタカ、オオタ
カ、ノスリ等のタカ類の渡りを楽しみます。タカ類の観察
は晴天が必須条件ですが、ここではタカ類以外の鳥たちも
観察することができます。11：30頃の鳥合わせの後は自由
解散としますが、引き続き探鳥を楽しむことも可能です。
　道央自動車道利用の場合、室蘭インターで降り、白鳥大
橋を渡り、山頂にTV局アンテナが多数設置された測量山
を目指します。随所に測量山への交通標識があります。道
幅が狭くなった山頂間近の交通標識を右折（至測量山）せ
ずに直進、約100mで唐松平です。

★室蘭唐松平探鳥会のお知らせ★


